
1 

第４回石川県成長戦略「ミライカイギ」 

議事録 

（開催要領） 

１．開催日時：令和７年１０月８日（水）１０時３０分～１２時００分 

２．場所：石川県政記念しいのき迎賓館 ２階 ガーデンルーム 

３．出席委員（五十音順）： 

  大 月 真由美  特定非営利活動法人石川県防災士会副理事長 

數 馬 嘉一郎  数馬酒造株式会社代表取締役 

加 納 慎 也  小松ウオール工業株式会社代表取締役社長 

小 杉 佳世子  NTT西日本株式会社北陸支店長 

坂 野 洋 一  株式会社北國新聞社常務取締役 

新 滝 祥 子  株式会社ゆのくにの森取締役社長室長 

新 保 雄 希  幼保連携型認定こども園泉の台幼稚舎園長 

髙 田 恒 平  株式会社金沢彩の庭ホテル代表 

株式会社金沢アドベンチャーズ代表 

多 田 真由美  一般社団法人春蘭の里代表理事 

出 島 彰 宏  珠洲市総合病院内科医長兼地域医療連携室長 

任 田 和 真  いしかわ地域おこし協力隊ネットワーク共同代表 

中 惣 恭 子  一般財団法人小原流南加賀支部長 

奈 良 宗 久  一般財団法人茶道裏千家今日庵業躰(正教授方) 

橋 本 陽 子  北陸電力株式会社石川支店営業部営業担当主査プランナー 

森 高 靖 子  加賀建設株式会社土木部課長 

安 井 善 成  有限会社安井ファーム代表取締役 

 

（議事次第） 

１．開会挨拶    

馳石川県知事 

２．議事 

  （１）令和６年度の実施状況報告について 

  （２）創造的復興リーディングプロジェクトの主な取組状況について 

３．意見交換 

４．閉会 

 

（説明資料） 

資料１：令和６年度石川県成長戦略実施状況報告 

資料２：創造的復興リーディングプロジェクトの主な取組状況 

参考資料１：令和６年度石川県成長戦略実施状況報告書 

参考資料２：令和６年度地方創生推進交付金・拠点整備交付金及び 

地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）事業の実施状況  
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１．開会挨拶 

 

【馳知事】 

おはようございます。石川県のこれからを担う皆さん方と一緒に、石川県の能登半島の創

造的復興、そして成長戦略と二本柱で進めさせていただいております。 

能登の方は、昨年の発災から１年と 10 か月、豪雨災害からほぼ１年ということで、復興

の形は整いつつあると思いますが、まだ、公費解体、もう９割近く進んできておりますが、

その後どうしましょうか、という議論があります。また、県全体で成長戦略を進めていくと

いう意味でＫＰＩ指標も出しています。毎年検証しながらやっていきましょう、という建付

けになっています。 

今日はそれぞれの、産業界、教育、文化、観光、医療や福祉と、課題ごとにこれまでの取

組を検証しながら、立ち止まるところと、さらにこういう取組をしていったらいいんじゃな

いかと、きちんと評価をしながら先へ進めていこうということでの、ミライカイギの意見交

換会になると思っております。 

今日も座長は坂野さんですね。例えば能登駅伝をやりましょうとか、輪島塗の復興のため

の取組をしていきましょうと、産官学でいろんな方々に協力いただいております。せっかく

やっていることが県民にも伝わっていかないといけませんし、そういう意味でも今日は大事

な会議になると思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

２．議事 

（１）令和６年度の実施状況報告について 

（２）創造的復興リーディングプロジェクトの主な取組状況について 

 

（事務局から、会議資料１、２に基づいて説明） 

 

３．意見交換 

【坂野座長】 

 それでは意見交換に移ります。事務局から説明があった令和６年度の成長戦略の実施状況

報告および創造的復興リーディングプロジェクトの取組状況について、忌憚のないご意見を

いただきたいと思います。 

 

【安井委員】 

私の方から、農業をしているので農業の方向で少しお話したいなと思います。 

今回、石川県成長戦略の中で、収益力の高い農林水産業ということで二番目に掲げており

ますが、今、現状やはり、強い、収益力の高い農業ということで、石川県だけじゃなくて、

全国的にこの農業産業っていうのはかなり脆弱で、なかなか利益が取れないっていうところ

ですが、それに基づいてだんだん担い手が少なくなってきているっていう状況です。担い手

が少なくなると、働き手もかなり少なくなって、農業業界の離職率っていうところは、本当

に２人に１人は辞めていく状況であります。 

そんな中最近、この米騒動、令和の米騒動ですけれども、かなりお米の価格が上がってき

ている状況でございます。私が少し懸念しているところが、今年、減反をやめて米を作り出

しています。現に私も米を作っているんですけれど。そこで今現場で起きているところが、

今まで減反で大豆や麦、あと加工米、今日數馬さん来ていますけど酒米、もち米。こういっ

た部分が今止めていって、お米なら儲かるということで、今作っているところです。ただそ
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れをすると結局は大豆が足りない、もち米が足りない、酒米が足りない、ということが起き

ています。 

これは農家にとったら高いものを作るっていうのはいいんですけれど、結局取り扱ってい

る業者の方からしたら、ものがない、高価になっている、というとこが、本当に問題になっ

てきているのかなと思います。 

県として、本当言うと国がやるべきことなのかもしれないんですけれど、結局国としても、

ＪＡ単位としてもやるべきことは、数量調整だと思うんです。今、お米を取りすぎて、正直

今お米屋さんのお米の蔵が結構飽和状態になってきているっていうのも現状です。来年の米

の価格も心配ということで、どこかでちゃんとした数量調整をしていくっていうのが、今後

の取扱業者さんにしろ、生産者にしても、適正な価格で販売していくっていうのが、重要に

なってくるのかな、というふうに思います。 

そこで、ぜひ県単位でこういったものをまず調査をするなり、どれだけ必要なのかってい

う部分が、日々変わってくると思うんですけど、その辺をぜひ力を入れていって欲しいなと

いうふうに思います。 

 

【森高委員】 

私は建設業で働いているので、成長戦略の戦略４と戦略６についてお話させていただきた

いと思います。 

戦略４の石川の未来を切り拓く人づくりに関して、建設業だけではないと思うんですが、

今後団塊世代の大量退職により、建設業の担い手は大きく減少されることが懸念されており

ます。高齢化も進んでおりまして、作業員の方が 70 オーバーとかという方も珍しくはない

と思います。そこで人材確保が建設業の喫緊の課題でありまして、そのためには建設業では

女性も働けるような、男女関係なく入職できる、希望できる、いわば職場のユニバーサル化

が必要で、その環境が整いつつあると感じています。 

ただし、建設業に関わっていない方からすると、どういう状態で働いているかが不透明で、

快適にはなってるんですけどそこはまだ浸透してない、という状態なので、児童とか学生、

その両親を含めて、そういった環境が整いつつある、ということをアピールすることが必要

ではないかなと感じています。 

そこで具体的にですが、教育関係との連携を強化したいなと思っています。まず早い時期

から建設業界を知ってもらう、興味を持ってもらう、ということです。小学校、中学校、高

校や専門学校、大学と共同で出前講座や見学ツアーを定期的に開催し、今の建設業のリアル

を伝え、建設業って面白そうと、人の役に立つ仕事、という若者を増やしていきたいなと思

っています。 

また、インターンや実習の仕組み作りで、現場でのもの作り体験を通じた学びや経験は効

果的だと思っています。企業内にインターンシップ用として学びの小現場を整備し、数週間

から数か月単位で受け入れるような環境が作れればなと思っています。学生だけではなく、

異業種エンジニア向けの再教育の場を開放して、建設ＤＸの担い手を増やしていきたいなと

思っています。 

次に、継続学習と資格の支援としまして、現場を持つには施工管理技士という資格が必要

になってくるんですが、そういうものや、ＩＣＴの活用技術者、耐震補強診断士など、現場

で求められる資格取得を会社負担で、さらに勤務時間内で講習できるように働きかけていき

たいと思っています。 

戦略６の安全・安心かつ持続可能な地域づくりに関してですが、現在、能登半島地震の復

旧事業に携わっていますが、そこで感じることは、地域の皆さんが早く元の生活に戻りたい、 
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という思いが強いことです。もし仮に同じ規模の災害が県内の他の地域で起きたらどうする

か。そのために今から考えておかなければならないことや、対策していかなければならない

ことが何なのか、と考えてしまいます。まず、災害発生を前提とした体制作りはもちろんで

すが、インフラも高度化する必要があると考えています。 

そこで具体的にですが、耐震免震技術の標準化で、地震で被災した橋梁やトンネルを元に

戻すだけではなく、復旧工事と合わせて免震支承や高減衰ゴムといった、最新の耐震技術を

標準化していただければと思います。 

デジタル防災のインフラ導入としまして、災害時にドローンが被災箇所を空撮して、３次

元モデルを自治体と共有できるシステムを提案します。こうしたデジタルツインを活用する

ことで、現場に行かなくても被害状況を把握し、的確な復旧計画を立てられると思っていま

す。また、地域と技術者の連携としまして、地元建設会社の防災ボランティアと定期的な情

報交換会を開き、地域ニーズを工事計画に反映するようにしたいなと思っています。 

女性や若手技術者向けの災害対策研修も開催しまして、誰もが主体的に参加できる体制を

築いてほしいと思っています。 

計画的なインフラの維持管理としまして、工事の完成後、点検補修をデジタル台帳で一元

管理し、劣化状況や補修履歴をビッグデータ化します。ＡＩの劣化予測を行い、壊れる前に

手を打つ、予兆保全のステップアップできるシステムを構築していただきたいと思っており

ます。 

 

【馳知事】 

外国人労働者が建設の現場等はだいぶ入っておられると聞いていますが、外国人労働者の

採用とか、今後のいわゆる仕事をするにあたっては、何か課題とかあれば教えてもらってい

いですか。 

 

【森高委員】 

最近ものすごく増えています。特に技能職の方、作業員の方は数年前から大幅に入ってき

まして、鳶さん、足場屋さんとか、鉄筋工の方とかは、職長以外は外国人労働者の方という

ことも多く、日本語を覚えながら仕事をしている感じです。 

最近、大手ゼネコンだと、現場の担当技術者も外国人労働者の方が入ってきていて、人づ

てですが、日本語も勉強しながら技術をちゃんと習得し、管理をされているみたいなので、

そういう時代がくるのかなと思います。 

 

【馳知事】 

つまり、もうそういう高度人材も外国人労働者が担う現場になっているんだということで

すね。 

 

【橋本委員】 

私からはご説明いただいた資料の中から、資料１の令和６年度実施状況報告についての５

ページのカーボンニュートラルの推進に記載されております、住宅太陽光発電設備の余剰電

力を供給する事業である、いしかわ県民太陽光でんきの取組についてお話をさせていただけ

ればと思います。 

石川県様が主導されている本事業は当社も微力ながらご協力をさせていただいておりま

すが、補助金制度の創設によって県民の皆様による太陽光発電設備の導入を促進し、そこで

生み出された再生可能エネルギーを活用し、太陽光パネルの設置が難しい重要伝統的建造物
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群保存地区である東山や主計町のカーボンニュートラルを推進する事業でありまして、非常

に先進的な取組であると感じております。 

このような意義深い事業につきまして、当社も精一杯ＰＲしているところではございます

が、石川県様におかれましても、県民の皆さんはもちろん、観光で石川県に訪れる方々にも

より広く情報を発信されてはいかがかと思っております。県民の皆様に対しましては、事業

の内容をわかりやすくお伝えいただくことで、自分たちの太陽光発電が石川県の景観保全に

役立っている、との思いから、県民の連帯感が醸成されるとともに、地域全体のカーボンニ

ュートラル意識が高まることが期待できるのではないかと考えております。 

また、観光客の方々に向けましても、いしかわ県民太陽光でんきの取組をＰＲしていただ

くことで、石川県様がカーボンニュートラルに前向きに取り組んでいる姿勢を広く発信でき

るのではないかと思います。これにより、石川県の観光地としての新たな魅力が生まれ、ブ

ランド力の向上にも寄与するのではないでしょうか。観光客の皆様が石川県の美しい景観を

楽しむとともに、地域の環境への取組についてご理解いただくことで、石川県のファンがさ

らに増えることを期待できるのではないか、と感じております。 

石川県は自然と共生し、伝統を大切に守りながらも新しい挑戦を続けてきた、全国に誇れ

る地域であると考えております。いしかわ県民太陽光でんきのような事業を通じて、今後も

石川県様は、カーボンニュートラルの推進と伝統・歴史の保全を両立しながら、持続可能な

社会の実現に向けて積極的に取り組まれることについて、当社も微力ながら貢献していきた

いと思っております。 

 

【奈良委員】 

いろいろと資料を事前に拝見させていただきまして、私茶道、文化的なことをしておりま

すが、まず先にちょっと気になった点というか、感想等述べさせていただきます。 

創造的復興リーディングプロジェクトの主な取組状況の「能登復興支援事業」による地域

団体活動で「ＣＯＭＰＬＥＸ」ということがありまして、そのときは莫大なすごく大きな金

額で、ニュースにも当時出ておりました。実際、今、新聞等でも助成先の決定ということで

いろいろと拝見させていただいて、なるほどなという思いもあるんですが、やはりあれだけ

たくさんの、当時はマスコミ等が、寄付金ということでありましたので、石川県としてもこ

れをどうしていくかっていうことをきちっとＰＲというか、それをしていくということも一

つの大事なことかなと。そこだけがちょっと目立った部分もあるので、こういうことをして

いますよ、ということをＰＲするということがまず一つの大きなことかなと思っております。

なぜかと言いますと、「ＣＯＭＰＬＥＸ」、実はその当時行くはずだったんですが、仕事で行

けなかったので、余計それが気になっておりまして。 

あと能登半島絶景海道の整備ということで、実は私その辺あまりまだ認知なかったんです

が、やはりこれは能登復興にかけての一つの大きなプロジェクトかなと。そして、ロゴマー

クを作成していくということで、県民一体となってこれを応援して、全国から数年後にたく

さんの方がお越しいただくということが大事な、すごく大事な取組かなと思っております。 

あと取組 12、トキの件なんですが、絶滅したトキを復興ということで、この能登半島復興

の象徴にもこれはなるんではないかと思っております。 

私的な話になるんですが、実はお茶の方でも羽、鳥の羽を使う所作がありまして、清めの

ときに使います。清めの象徴として、道具を掃き清めるというときに鳥のものを使うんです

が、昔のそういうトキというのも、古くからどこどこ家伝来のと、そういうものがありまし

て、羽というのはそういう「天のもの地を掃く」という陰と陽という意味もありますので、

すごくこの象徴的に清めという象徴と復興ということが兼ねられるんじゃないかなと思っ
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ております。 

それと、尊經閣文庫の誘致に向けた気運醸成ということで、新聞に大きく最近、出ており

ますが、県がこれだけ助成しているってことを実は知りませんで、年間されているというこ

とになります。 

ただ私も時々、県立美術館に行かせていただいて、尊經閣文庫の展示の部分を見るんです

けど、本当にすごいものがポンと出ているんですが、人があまりいない。そして、あまり県

の方というか全国的にもこういうものが出ているという認知もあまりされていないような

状況だと思います。大きな企画展はされているんですが、尊經閣文庫の中身っていうのが案

外知られてないっていうのは、いつも残念な思いをするわけです。 

今月、別の美術館なんですが、名古屋の徳川美術館、私設美術館で尾張徳川家の美術館で

すが、そこは徳川茶会っていうのを毎年やっています。徳川美術館にある尾張徳川家の名宝、

茶道具、そういうものを１年に１回出して、実際見て、お茶会にそれを使って手に取るとい

うことをするわけです。そうすると、たくさん全国から、徳川茶会っていうのは全国的にも

とても有名でありますので。例えば、前田家は実は徳川家よりも数倍、ここに書いてありま

すが、約 17,000 点、尊經閣文庫っていうのは持ってまして、茶道具も全国では多分一番く

らいの今も前田育徳会にありますので、そういうものをもっと県の方に置いて、上手にお茶

会であるとか展示であるとかをもっとすると、県以外に全国からたくさんの方が必ず来ます

し、変な話、徳川茶会があるんだったら前田茶会というものをして、県ですと時雨亭、あと

は前回と重複しますが、二の丸御殿を何か見せるだけではなくて、お茶であるとか、今日中

惣さんお見えですけど花とか、そういうところに展示というかそういう活用する場所として、

二の丸っていうのは私はとても今期待しているところであります。 

それと、戦略３魅力あふれる交流盛んな地域づくりで、目標値と実績値が出てまして、令

和３年「茶道に親しむ人の割合」1.23％、華道は２％ということで、目標指数がそれぞれ４

パーセント、３％ということになっています。５年ごとなので、多分来年統計をはかられる

んですけども、少し減っているような気がします。 

今抹茶も新聞等でも出てますが高騰しておりまして、先だってドイツに行きましたが、ド

イツに当たり前のようにデザートで抹茶ラテを飲んでますし、喫茶コーナーみたいなカフェ

に抹茶とか新茶って漢字が書いてありまして、実際に茶筅を振ってお茶を飲むというような

ことをしています。そんなことで抹茶が今高騰している。 

そして炭、珠洲なんかでも炭を作っていましたが、大地震を受けてなかなか作れない。炭

なんかでも全国的に手に入らない、茶筅なんかも手に入らない。あとは工芸美術でいえば美

術の材料です。そういうものが入らないということで、それを作る担い手の人も減っている。 

それらを全面に受けながら、例えば、華道、茶道をしている人たちでも、家で場所を確保

しています。畳もそうです。庭を維持する、全てにおいて、やはり負担がかかる。大きな負

担っていうのが毎年かかってくるような、周りを見てもそういう気がします。 

ですから、客として行く場面もいいんですが、それを実際にお迎えする方々というものを、

これからもう少し何か考えて手を打っていかないと、ますますこういう文化というものが少

なくなっていくというか、そういう事態になっていくんじゃないかなと危惧をしております

ので、ご支援等もぜひご一考いただきたいと思っております。 

それと茶道というと、華道もそうですが、なかなかとっつきづらいとか堅苦しいというイ

メージがありますが、元々は総合文化といわれるものでありますので、石川県はまず戦災に

遭っていない、周りを見ればむしろ整備もされていて、自然というものがあって、そしてこ

こは工芸がある。最近ですとアートいうものもありますから、そういう融合したようなもの

の総合文化であるプロジェクトというものを、何かできればなという意識もありますので、
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その辺もまたご支援、ご助成の方いただけたらと思っております。 

 

【中惣委員】 

おはようございます。小原流の中惣と申します。よろしくお願いいたします。 

私からはこの度も能登半島復興支援活動のお知らせを二つ、させていただきます。 

まず、昨年２月から活動している能登半島応援チャリティーイベント「エールガーデン～

エールの花を咲かせよう～」ですが、11 月 15 日に４回目を開催させていただきます。先ほ

ど奈良委員もお話されていましたが、文化を継承する人が年々減っています。それでなんと

か伝統文化に目を向けていただきたい、という思いも込めた能登半島応援チャリティーイベ

ントです。４回目となる今回は食と芸術をテーマに「空とこども絵本館 夢の本棚」にて開

催いたします。 

ご協力いただくお店をいくつかご紹介させていただきます。以前ミシュラン２つ星を獲得

しました小松市の日本料理つづらさんは、能登栗を 10 ㎏を和スイーツにして提供してくだ

さいます。この和スイーツはチャリティーイベントのために特別に作ってくださるメニュー

とのことです。 

また、小松市で廃校になりました西尾小学校をリノベーションした、オーベルジュ eaufeu

さんは、能登牛 100％のチーズチェダーハンバーガーを提供してくださいます。全て会場で

調理してくださいます。 

他にも、能登の食材を使ったお弁当や、能登に思いを馳せた雑貨、チャリティーＴシャツ

の販売、そして私の花教室ではクリスマスリースなどのワークショップを実施し、利益を全

て義援金とさせていただきます。これからもエールガーデンプロジェクトを通して能登にエ

ールを送り続けてまいります。ぜひ皆さまにもお立ち寄りいただければと思います。 

二つ目は、石川県民文化振興基金が事務局となっています、文化団体活動交流・競演事業

として、輪島の御陣乗太鼓といけばな小原流南加賀市部、伝統芸能と伝統文化の共演を、11

月 30 日に開催いたします。会場はアル・プラザ小松の１階リバティホールです。ちょうど

無印良品とロフトが新設され 10 月末にリニューアルオープンしますので、幅広い年齢層の

方々にお楽しみいただけるのではないかと期待しています。御陣乗太鼓のステージは 11 時

からと 14 時からの２回、無料でご鑑賞いただけますので、多くの方々にご来場いただき、

応援していただきたいと思っております。 

最後に、創造的復興リーディングプロジェクトについて質問がございます。子ども向けの

動画を拝見したのですが、大変わかりやすく良い動画でした。石川県内の小学校で、この動

画は見られているのでしょうか。 

 

【堀田戦略広報課長】 

お答えさせていただきます。この動画は YouTube のチャンネルに載せてまして、学校とか

でっていうことはちょっと。風化防止をメインにしておりますので、首都圏であるとか県内

の皆様に向けた広告なんかも回しながら、120 万回ぐらいの再生回数で回しております。 

すごいショートなんです。３分とかの動画ですので、教育委員会などにも相談しながら普

及を図っていきたいと思ってます。 

 

【中惣委員】 

この動画を拝見し、今後、児童生徒による、石川の未来を考えて意見交換するミライカイ

ギが開催されると素敵だな、というふうに思いました。そしてその様子を、全国に発信して

いただくことによって、石川県がより元気になるのではないかと思いました。 
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【任田委員】 

地域おこし協力隊ネットワーク共同代表の任田です。よろしくお願いします。私から大き

く二点お伝えできればなと思っております。 

一つ目は公民館の重要性についてお話ができればなと思っております。戦略６の安全・安

心かつ持続可能な地域づくりというところも当てはまってくるかなとは思うんですけれど

も、能登半島地震では公民館が避難所だったりとか物資の集積拠点、地域の情報のハブとし

て機能していたことは、皆さん周知の事実かなというふうに思います。特に高齢者とか子育

てにおいては、やっぱり安心して身を寄せられる場所であって、地域の絆を繋ぐ役割を果た

していたのかなというふうに思います。 

一方で、震災後明らかになってきたのは、日常的に公民館の活動を行っていない地域の対

応というのが遅れていたのかなというふうに思います。私自身、今小松市の波佐谷町という

ところに引っ越して暮らしをしておりますけれども、コロナ禍以降、そして地震もあって、

公民館事業というのをもう５年以上実施していなかった状況でした。担い手の高齢化とか役

割が重なるところがあって、公民館事業というのがなかなか復活をしない現状があったとい

うことです。その中私は、５年ぶりに今年夏祭りというのを波佐谷町で開催してみたんです

けれども、地域内外から 300 人以上が実際に集まりまして、こういった交流の場っていうの

は必要なんだなというのを改めて感じました。 

こういった地域のコミュニティを支える拠点である公民館というのは、あえて成長戦略の

中には言葉としては載ってないのかなというふうに思いましたけども、やはり重要な拠点だ

なというふうに思っております。これから人口が減っていく中で、地域コミュニティをいか

に再編していくか、再構築していくかっていうのは非常に大事だと思いますし、さらにはい

ろんなステークホルダーが協力し合う共創型の公民館というのをこれから作っていくべき

なんじゃないかなというふうに思っております。 

二つ目は移住・定住支援についてですけれども、戦略３の個性と魅力にあふれる交流盛ん

な地域づくりというところで、石川県は移住前の情報発信や体験移住など、関係人口も含め

て入口の支援は非常に手厚い印象を受けております。 

一方で、移住後の定住支援、特にコミュニティ作りというところの施策は弱いのかなとい

うふうに印象として受けております。 

私は、毎回お話させていただいておりますけれども、月に１回移住者の交流会というのを

企画しておりまして、今能登と小松を合わせると 80 回開催をいたしました。延べ 1,200 人

以上の移住者が参加しました。参加者の多くが仕事ではないプライベートの付き合いであっ

たりとか、肩書きがなくとも繋がれる、ゆるいコミュニティというのを求めているなという

のは実感として受けております。 

最近は発信していることもあって加賀市とか氷見市、白山市からも、同様のこういった交

流会のニーズ、比較したいという相談を受けておりまして、実際にどのような形で実施しよ

うかっていう話を進めているところであります。 

こういった定住支援の鍵っていうのはコミュニティ作りかなというふうに思っておりま

すので、我々民間がこういった場を作っていく。行政がそれをともに情報共有であったり、

発信したりしながら、官民連携で定住支援というのを実施していくべきかなというふうに思

っております。 

 

【出島委員】 

珠洲市総合病院の出島彰宏です。地震後の医療提供体制に対して、石川県から多大なるご
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支援を賜り心から御礼を申し上げます。本日は、成長戦略にあります、能登北部の医療従事

者の確保に関する課題についてお話させていただきます。 

震災前から人口減少が進んでいた珠洲市ですが、今回の地震をきっかけに、その流れは一

層加速しました。医療の現場も大きな影響を受けています。外来や入院の患者さんは、地震

前より２割ほど減りましたが、それ以上に深刻なのは職員の離職です。特に子育て世代や若

い看護師が多く職場を去り、看護師だけで地震後 30 名が退職いたしました。現在は入院患

者数が減少したことで１病棟を閉鎖し、何とかスタッフの勤務をやりくりしておりますが、

これ以上に離職が進めば、病院の医療機能の維持が難しくなります。介護の現場でも同じよ

うに、人手不足が深刻で、必要なサービスを十分に届けられない状況です。今までは、奨学

金を借りていた看護学生が毎年複数名入職しておりましたが、地震後にその制度を利用する

学生の数も減り、今後も人材不足は続く見通しです。 

厳しい状況が続く中ですが、心強い動きもございます。地震後、奥能登の外から、県内外

を問わず、被災地の病院に数か月から数年単位で働きに来てくださった医療スタッフの方が

おられます。その存在は、単なる人手以上に疲弊した職員の支えとなっています。 

しかし、こうした支援をさらに拡充しようとしましても、高いハードルがございます。今

看護協会が進めてくださっているプロジェクトに、能登プロジェクトというものがございま

す。こちらは、県内外を問わず、被災地への中長期支援を希望してくださった看護師の方を

能登北部の病院とマッチングしていただけるプロジェクトで、今までに 200 名以上の手挙げ

がありましたが、実際に採用に繋がったのは珠洲市総合病院では 10 名未満にとどまってい

ます。その理由として、現在の職場を辞めることが前提となること。また給与が公務員規定

に限定されること。宿舎が用意できず、自力で住居を探さなければなりませんが、賃貸物件

が少ないことが挙げられます。今、医療現場の担い手を確保し、現場を支える仕組みを整え

ることができれば、奥能登の復興は確実に前進し、石川県全体の医療の安定にも繋がると確

信しております。そこで、この状況を打開するためにお願いしたいことが二点ございます。 

第一に、金沢など都市部の病院から在籍出向という形で奥能登へ派遣できる仕組みを作っ

ていただきたいです。第二に、二拠点生活を可能にする住宅や生活支援を、医療や介護職員

にも広げていただきたいです。 

７年後に新病院を建設いただくという大きなご決断に心から感謝を申し上げます。その上

で、この病院が真に機能するためには、やはり人が不可欠です。どうか知事の強いリーダー

シップのもとで、人材確保と支援の仕組みを実現していただけますようお願い申し上げます。 

ご清聴ありがとうございました。 

 

【馳知事】 

在籍出向の仕組みは、昨年早々に指示を出してあるんですけども、数名しか行ってなかっ

たということかな。 

 

【出島委員】 

在籍出向という形で、当院に実際に派遣でいらっしゃった方というのは、今のところいな

いというふうに認識しております。 

 

【馳知事】 

わかりました。改めてそれは確認しておきます。 

 

【大月委員】 
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私の方では、災害に関することが専門なので、そちらの方で少しお話をさせていただきた

いと思います。よろしくお願いします。 

今回の成長戦略の中で、災害に対する教育というところを重視して、高校生とか大人にか

けてはだいぶ進んではいるんですけども、小中学校、高校の授業の中で積極的に取り入れて、

災害の恐怖を伝えるというだけではなく、自然の恵みを日頃与えられながらも、そこで共生

していくということの授業をもう少し入っていけるといいのかな、というふうに考えており

ます。 

なかなか子供たちへの教育というところが難しい観点にはなっておりますが、東北の経験

から見ましても、幼い頃からの地震の経験をもとに、教育をすることによって、大人になっ

てもというふうに、継続してというふうになりますが、なかなか大人からある日突然災害に

ついて学びなさい、というふうに伝えられても、そこは難しいところでもありますので、そ

ちらがもう少し進んでいけるといいのかなというふうに感じておりました。 

防災士の育成には、県からもとても協力をいただきまして、たくさんの育成が増えており

ます。その中で、いざというときに避難所運営をコーディネートできる防災士を育成してい

きたいなというふうに考えております。 

今回の能登半島地震では防災士会は、珠洲市の何か所かを避難所運営のお手伝いというふ

うに入らせてもらいましたが、その中でやっぱりどうしていいのかわからないという声が上

がっておりました。防災士を育成していく中で、防災士が避難所の運営をコーディネートし

ていきながら、一緒に市や町の職員と一緒になって避難所運営を手伝えるというふうになっ

ていけたらいいのかなと思い、今後また育成をプログラムしていこうかなと思っております。 

あと、私の方で一つ気になっていたのは戦略３のところにありました、旅行での震災遺構

等の活用できる整備のところなんですけれども、先日も私達は能登支援で珠洲市と輪島市に

入っておりましたが、やっぱり観光客の方から「橋のところにあるまれのケーキのところに

行きたいんですけど、どうやって行ったらいいですか」って聞かれたんですけれども、そこ

までが立入禁止というふうになっておりまして、「ニュースでは映像が映ってたので行きた

かった」というふうに声を上げられておりました。朝市通りからもずっと観光客の方たちも

回られていたのですが、そこまで行けないというところで、ちょっと残念だなというふうに。

やっぱりメディアからの影響というのもありますので、そういうところで観光客が行けるよ

うな整備に繋がっていくといいのかなというふうに感じておりました。 

 

【多田委員】 

私は成長戦略の３番の個性と魅力にあふれる交流盛んな地域づくりの観点でお話をさせ

ていただけたらなと思います。 

先ほど出島委員のお話にもあったんですけれども、私の友達にも看護職で能登で働いてい

る友達はすごく多いんですけれども、大体 10 人ぐらい能登の病院で働いてた子たちが、今

ほぼ離職して能登を離れているという現状です。２、３年ぐらいは能登の病院で働くんです

けど、すぐ離職して能登を離れていく子が多いんですけど、今でも能登の病院で頑張ってい

る友達が一人いて、でもその子もやっぱり能登を離れようか、どうしようかっていうような

悩んでいる状況です。その子の周りにも、同僚の中で一人看護職で働いている子がいるんで

すけど、その子は最近ご結婚されたようで、新婚さんなんですけど、能登に住むところがな

いっていう理由で、金沢方面から毎能登に２時間ぐらいかけて通っているそうです。 

今は結構能登に移住してくる若者の方はすごい多いなという印象があるんですけど、私的

には定住してくれる若い子は少ないかなという印象があります。その一番大きな要因として

は、若者が住む場所がないっていうところにあるのかなと思います。 
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今能登では公費解体が進んでいて、ほぼほぼ終わっているっていうような現状ではあると

思うんですけど、能登の方の声を聞くと、公費解体ができるからといって、せっかくあった

家、住んでいた家を公費解体しなきゃよかったなっていう方が多い印象にあります。私のお

友達も半壊以上の判定を受けて、１年以上は住んでいたんですけど、公費解体の時期が来た

っていうので家を出て、他の地域に引っ越してしまいました。 

私からすると、能登の魅力っていうのは、伝統的な昔ながらの黒い瓦に白い壁の伝統的な

家屋にも魅力があると思っているので、せっかくの能登の風景が崩れていくのもすごく寂し

いなと思いますし、伝統的な家屋というのは今きっと建てようと思ってもなかなか建てられ

るものではないと思うので、周りにそういうお家がなくなっていくのは寂しい気もしていま

す。そこはうまく若い方をマッチングできればいいかなとは思うんですけど、若い方の声を

聞くと、「能登のお家は大きすぎるので、住むのは少し難しい」というような声もあったり、

あとは他の地域から移住してくる子は元々そういう日本家屋に住み慣れていないので、勝手

がわからない。掃除の仕方もわからないから、空き家バンクとかでマッチングして住めるよ

うな空き家はあるんですけど、どうしてもアパートの方が住みやすいので、探しているけど、

能登にアパートはない、というような状況です。若い人が住む場所がないっていうのが、能

登の今の課題なのかなというふうに思ったので、私個人としては、能登の伝統的な風景の中

の家屋っていうのを残してほしいなと思うので、若者が住みやすいようにリノベーションな

どして、外観は昔ながらの能登のお家だけど、中に入れば若者が住みやすいような環境って

いうのであれば、若い方とかもご夫婦や家族で住みやすくなるんじゃないかなと思います。 

国際交流についてなんですけど、先ほどもちょっと休憩の間にお話をさせていただいてた

んですけど、今春蘭の里でもフランス人の方のツアーの受け入れなどもやっていて、今月も

毎週受入れをするような感じなんですけど、金沢はすごい海外からの観光客の方が多いなっ

ていう印象はあるんですけど、能登まで来る方っていうのはやっぱり少ないような気がして

いまして。能登は地震があったので結構マイナスな印象があると思うんですけど、「地震が

あったから頑張ろう」とかじゃなくて、地震はあったけど、まだ能登に素敵な風景が残って

いるので、プラスに考えて、どんどん素敵な風景を、海外の方も能登まで来てくれるように

アピールしていただければ嬉しいかなと思います。 

能登はのと里山空港もあって、東京まで１時間以内で行けるので、そういうところもアピ

ールして、もっと海外の方を呼んで、賑やかな能登になれば嬉しいなと思います。 

 

【髙田委員】 

 金沢彩の庭ホテル、金沢アドベンチャーズの髙田です。本日はよろしくお願いいたします。

観光事業に日々従事する者として、本日はインバウンドゲストの受入れと働きがいの向上に

ついて言及させていただければと思います。 

最近いろいろな場面でオーバーツーリズムという言葉をするようになりましたが、果たし

て金沢を始めとする石川県は、現在オーバーツーリズムの状況と言えるのでしょうか。資料

内の 114 ページでは外国人の宿泊者数において、令和 14 年度の目標値を既に達成したとの

結果が出ています。この数字を根拠に、インバウンドの数は十分であるというふうにも、資

料からは読み取ることができます。あくまでここから私の意見ではございますが、金沢でイ

ンバウンドゲストをターゲットの一つとして扱う私からすると、石川県全体として、まだま

だ積極的にインバウンドゲストの受入数を増やしていきたいと考えております。 

日本全域でインバウンドの入込数が増える今こそ、私達はより多くの方を招致できるよう

働き掛けるべきだと考えています。インバウンドゲストはエリアの閑散期にも入込みが期待

できることや、観光で特に重要課題とされる観光消費額の向上にも繋がります。こちらにつ
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いては、既に 113 ページの観光消費単価の進捗状況の説明にも示されております。観光消費

単価の向上は、石川県が重要と位置づけている文化観光の推進であったり、伝統文化の継承、

またサービス業の人手不足等の持続的な活性にも繋がる重要な指標であります。 

インバウンドに期待することは、あげるときりがありませんが、彼らの受入れについて 

ポジティブに捉えるのか、ネガティブに捉えるのか。という観点が私はとても大切になるか

と思います。「もう来なくていい、外国人は勘弁だ」という気持ちで接していれば、それは

必ず、お越しいただくインバウンドの外国人のお客様にも伝わってしまいます。観光は点で

魅力を伝えるのではなく、面で、いわば地域一体となって伝えていくべきだと考えておりま

す。ですので、観光業に従事する私達だけでなく、住民の方も一緒になってウェルカムな気

持ちで、お越しいただく方を受け入れて初めて成り立つと考えております。 

県民全員で一丸となって、気持ちよく、今ほど申し上げたようにゲストお迎えできるよう

な体制を整えて、石川県の魅力を一人でも多くの方にお伝えすることで、観光というものを

軸にして、石川県全体の経済規模が拡大するのではないかと私自身考えております。 

次に働きがいについて言及をさせていただきます。とてもタイムリーな話題として、石川

県も本日から最低賃金が値上がりとなりました。サービスに対して対価をいただく私達サー

ビス業界では、ある意味とても深刻な問題となっております。ですが、それはもちろん魅力

を創出し、ゲストからその対価をしっかりといただいて、自助努力がまず必要かと思います

ので、本日はその点については言及をいたしませんが、私は一方で、そういった最低賃金の

動きが影響する方々へ、もう少しスポットライトが当たるべきかと考えております。 

例えば、ハウスキーピングの方々は私達のホテルにとっては、なくてはならない存在であ

ります。ですがその大半の方は非正規雇用であるのが現実です。今回の最低賃金の改定では

賃上げ対象に当たり、他の施設さんでも人手不足が大変深刻な職種の一つであります。私は

もちろんこういった方々の賃金はもっと上がっていくべきだと考えておりますが、ご本人た

ちとお話をさせていただくと、働くモチベーションは決してこの賃金だけではありませんで

した。特に皆さんからよく耳にしたのは、「やりがい」という言葉であります。私は、こう

いった方々が「この仕事をしてきてよかった」と思えるようなことはできないのかというふ

うに日々考えております。 

例えば、石川県として、日頃は日の目を浴びず陰で働いてくださっている方や、縁の下の

力持ちである職種の方々に、あえてスポットライトを当てていただくのはいかがでしょうか。

その仕事に対する評価や価値を上げ、それによって対価が上がることも期待できます。そう

すれば、お米の価格のように賃金の上昇も実現するかもしれません。 

２ページ目の三つの目指すべき姿の二つ目に、「働きやすい石川県」とありますが、それ

に加え、働きがいのある石川県、賃金以上に石川県で働いてきて良かったと思っていただく

ことも、先ほどの皆さんの意見も踏まえますと、とても重要になってくるのではないかと私

自身考えております。 

 

【新保委員】 

私は認定こども園の施設長をしております、新保と言います。よろしくお願いします。私

が関連する分野としまして、戦略５の温もりのある社会づくり、施策１の安心して子どもを

生み育てることができる環境の充実というところが最も近いところかなというふうに思っ

ております。その中で、私の基本のところであります、マイ保育園利用登録率が若干上がっ

ているというところが非常に喜ばしいところでして、このマイ保育園は石川県がパイオニア

として創設をしました、単に預けるだけではなく、妊娠期から身近な保育施設に所属感を持

つことによって、子供たちが多様な体験ができる、または保護者の方が安心して相談ができ
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るというところを意図してスタートした制度です。 

どうしても子育て政策というと、保護者側の視点が重視されがち。元々は労働施策として

の保育っていうのがありましたから。ただ、今そこが量から質への転換ということで、こど

も家庭庁が国の方でも旗を振っていますけれども、幼児教育の質というところが叫ばれてい

る中で、０歳からでも育ち学びの機会としての保育施設の利用というところで、このマイ保

育園という制度が充実していくことは非常に大事なことではないかなと思います。 

同時に、令和８年から、誰でも通園制度という、０歳から保育施設を利用できる新しい給

付制度が始まります。実は、七尾市で先に試行的にスタートしていまして、令和７年度から

は、私の知るところで金沢市・野々市市と各市町村が先行的にスタートしています。令和８

年度からは、全市町村で事業計画の義務が生じるものであります。先ほどのマイ保育園の制

度と合わせまして、０歳からの子供の育ち、それから経験の重要性を認識して、そういった

政策が進んでいくことを期待していきます。こちらは市町村事業になるので、各市町村ごと

にはなるんですけれども、ぜひ後ろから県としての後押しをお願いしたいなというふうに考

えてます。 

二つ目ですけれども、ＫＰＩにあまり関係ないんですが、石川県内、長らく待機児童０に

なっていますから、供給は十分に果たされているというふうに感じておりますが、昨今、こ

れも全国と同じ課題なんですが、保育者不足による定員割れっていうことがあります。先生

がいないので預かれないという状況が生じています。特に年度途中ですね。先ほどの移住と

かっていうパターン、異動というパターンがあったとしたら、そういったきめ細かいニーズ

に応えられていない状況があると思いますので、これは各業界での深刻な人材不足と繋がり

ますけれども、十分な保育者の確保、それから研修を通した質の向上というのが必要だなと。 

これも資料には上がってこないんですけれども、小学校以降ですね。特に低学年の子供た

ちは、就労されている保護者の方が放課後児童クラブを利用されているかと思うんですが、

実はこちらの方は、待機児童の問題がやはり生じているというのを承知しています。この放

課後児童クラブの問題についても、特に人口が増加傾向にある地域は預けるところがないの

で仕事に就けないというようなお話を聞くことがありますので、これも市町村事業ではある

んですけれども、県として把握をしていただき、さらに市町に働きかけていただければあり

がたいかなと。 

それに関連して、資料の中でＣＯＭＰＬＥＸの事業だったと思うんですけども、アーバン

スポーツの事例が非常に僕の中では興味がありまして、不登校の話題にもつながるんです。

こども家庭庁でも子供の居場所事業ということで、かなりたくさんのメニューをしています。 

石川県の中でまだまだその数多くないんですけれども、このアーバンスポーツっていうのは

子供の居場所作りと非常に親和性が高いと思っているので、この能登の事例が先行事例とな

って、子供たちの居場所っていうものがさらに広がっていくと良いなと。加えると、プログ

ラミングでありますとか、e スポーツでありますとか、先ほどの伝統文化みたいなところも

いろいろな可能性があるんではないかなと、石川県らしい子供の居場所作りというのを考え

ていけるのではないかなというふうに思いました。 

最後に、この資料の中で今後の展開として、やはりワークライフバランスの一層の推進を

図るということがあります。不名誉なところなんですけれども、石川県は男性の育児・家事

への参加率が高くない。知事が先頭に立って動画の方も拝見いたしましたけれども、やはり

ここら辺もっと男性、自分もそうですけど、育児・家事に積極的に参加しなければいけない。

10 月からの改正だと思いますけども、育児・介護休業法の改正があり、より子育て期の従業

員でも働き続けやすいというところを推進しているかと思います。ぜひこちらも大手企業ま

たは公務員の方等々、県のあらゆる職種において推進を図っていただいて、そのことは裏を
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返すと子供たちにとって、最もご安心して育つことができる乳幼児期、または小学校期って

いうものに繋がるんじゃないかなというふうに思っておりますので、またこれからもそうい

った施策の推進をよろしくお願いします。 

 

【新滝委員】 

ゆのくにの森、ゆのくに天祥の新滝と申します。私も観光分野に関わっておりますので、

成長戦略３「個性と魅力にあふれた交流盛んな地域づくり」について意見をお話ししたいと

思います。今回は、送っていただいた資料に沿って発表させていただきます。どうぞよろし

くお願いいたします。 

率直に申し上げますと、地震から１年。まだまだ復興の道半ばとはいえ、今回のＫＰＩを

見ると、厳しい結果も多いと感じました。 

それでも、観光や文化、そして移住・定住の分野には、明るいニュースも多いと感じてい

ます。例えば、石川県の外国人宿泊者数は 100 万人を超え、111 万人を達成しました。欧米

やオーストラリアからの旅行者が大きく伸び、アジアからの回復も進んでいます。観光消費

額は約 3,200 億円で、評価はＢ。令和６年、昨年は「北陸応援割」の効果も大きく、恩恵を

受けた年だったと思います。また、県立音楽堂は過去最高の入場者数を記録してＢ評価、県

立図書館も高い評価のＢ、スポーツ観戦者数に至ってはＡ評価と、大きく伸びています。全

体的に交流が活発になってきていると感じます。 

一方で、定住人口の社会減は、地震の影響もありやむを得ない部分もありますが、訪れる

人が増えても「住み続ける人」が減っているという点は、しっかり受け止める必要があると

思います。 

賑わいを一時的なものにせず、「ここに住みたい」と思ってもらえるような取り組みこそ、

人口減少のなかで最も大切なことではないでしょうか。 

今回の報告書は、内容がより充実し、成果やＫＰＩも数多く示されており、確実に前進し

ていると感じました。ただ、最終的に県民一人ひとりがその成果を実感できるかどうかが非

常に大切です。ＤＭＯの活動でも同じですが、事務局だけが頑張っても、メンバー全体の実

感や参加意識が伴わないことがあります。 

そのため、行動（インプット）から成果（アウトプット）へ、さらにその先の「アウトカ

ム」――つまり、この取り組みを通じてどんな幸福や心の充足が生まれるのか――を可視化

できれば、より多くの人を巻き込むことができるのではないかと感じます。６つの成長戦略

と２つの横断的戦略の最終的なゴールは、「幸福度日本一の石川県～住みやすく、働きやす

く、活力ある石川～」の実現だと思います。 

観光の分野からも、定住や雇用へとつながる流れをつくっていくことが重要です。昨年は

「北陸応援割」で観光が盛り上がりましたが、今年は関西万博などの影響も見据えながら取

り組む必要があります。石川県全体ではインバウンドが増えていますが、加賀地域では依然

としてコロナ前の水準には戻っていません。 

それでも、地域の強みを生かし、持続的な観光と交流を広げられるよう、引き続き努力し

ていきたいと思います。 

 

【小杉委員】 

NTT 西日本の小杉です、よろしくお願いします。私からは成長戦略や創造的復興を支える

基礎自治体の職員の方々の負担軽減ができないか、というお話をさせていただければと思い

ます。我々、基礎自治体の方々とお話をする機会がありますが、皆さんもおっしゃっている

通り、働き手不足が行政にもかなり存在し、職員の方々は一生懸命やっていらっしゃる中、
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日々、住民の皆様の対応と事務処理の業務に追われているのが、現実ではないかと思います。 

そもそも働き手が不足してきている。おそらく希少資源という形になってくると、行政サ

ービスや生活維持のサービスが今後破綻していく可能性がある。そんな悪循環になっていく

のではないかという危機感を持っています。 

効率化に向けて、デジタル化や標準化もうたわれてはいるものの、それを検討する時間や

体制等のリソースも整っていないのが現実ではないかと思います。その中で、本来であれば、

もっと集中したいコア業務、例えば復興や、まちづくり、それぞれの市町の成長戦略の検討

や実行になかなか時間が割けないというお声を、私達も聞いています。 

職員の方々がコア業務に集中できるようにするためには、オペレーショナルな業務を、可

能な範囲でアウトソーシングのように外部を活用することも含めて考えていかないと業務

が回らなくなるのではないかと考えています。特に政府でも、ガバメントクラウドで主要 20

業務は標準化される方向で進められていると思いますが、それが一定程度標準化された後は、

問い合わせの対応であったりオペレーショナルな業務は複数市町にまたがってアウトソー

シングも可能になってくるのではないかと思っています。 

行政サービスの維持に向けては、例えばその複数市町の行政事務の一部を集約化させてア

ウトソーシングをさせていくことが基礎自治体の職員の皆様の負担軽減にも繋がっていく

のではないかと思いますので、そのような行政サービスの維持についても県としてもご検討

いただければと思っております。 

また、皆さまが先ほどから防災のお話をされていたので、私達も能登半島地震や奥能登豪

雨も含めて対応してきましたので、少しお話させていただければと思います。我々も石川県

庁にリエゾンで入らせていただいたときに思ったのが、意思決定が連鎖的に続いていく、と

いうことです。例えば、情報収集・分析し、避難情報を見て、避難所を開設して住人の安否

を確認して、要配慮者の支援をして、受入れをしていく。それぞれのフェーズがあり、大事

なのはそれらの情報をうまく繋ぎ合わせていくというところだと思います。県庁や市町の職

員の方々も一生懸命な様子を我々も間近で見ていましたが、情報の収集や分析になると、専

門性の高い人材でないとなかなかできないところがあり、おそらく行政の職員の方々が全部

やろうとなると限界があるのではないかと思いました。 

例えば情報の収集分析に長けている人、先程もお話のあった避難所開設に長けている方々

や大学の機関、ＮＧО、民間企業など、それぞれのフェーズにおける専門家が分析等を実施

し、その情報を踏まえた検討や意思決定を行政の職員の方々が実施する形とし、社会全体で

エコシステム的に回していかないと、今後激甚災害が来たときにも厳しくなるのではないか

と思います。役割分担なども含めて、我々も企業として何ができるのかということを考えて

いきたいと思います。 

 

【加納委員】 

小松ウオール工業の加納です。よろしくお願いします。私からは戦略の３と４に関わるこ

とをお話したいんですけれども、人手不足とか育成っていうところで、初回のミライカイギ

でも人手不足とお話をさせていただいたんですけれども、そう言ってるだけじゃ駄目だなと

思っていて、私自身が企業として何ができるかっていうのを考えたときに、就職活動のとき

に初めて、我々みたいなＢtoＢの会社であれば特に就職活動のタイミングで知られる、学生

さん調べる、と何となくいろいろ見聞きしていく中で感じまして、もっと一般に知られると

ころから始めた方がいいのかなっていうふうに考えて、スポーツで盛り上げるっていうこと

も含めて、スポーツチームの協賛っていうのをやり始めました。バスケットのチームを今協

賛して出しているんですけども、そういった中で、だんだんこのスポーツで地域を盛り上げ
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たいみたいなふうにも変わってったんですが、その中で、いしかわ総合スポーツセンターを

主に使ってるんですけれども、やっぱり観客が 2,000 人を超えてくると駐車場の問題ですと

か、アクセスの問題ですとか、そういったところが見えてきてるなっていうのがありまして。 

来季から２部に行くんですけれども、１部に上がるための条件としてＶＩＰルームである

とか、そういったところもあるので、今以上の売り上げ・盛り上がりを見込んだときに、新

しい会場であるとか、改修とか、そういったところも石川県、行政の皆様にご支援いただき

ながら、一緒に地域を盛り上げる、スポーツで盛り上げるっていうことをやっていきたいな

っていうふうに思っていて、そういったところご検討いただければありがたいというお話。 

ちょっと話戻りまして、戦略の４のＫＰＩの人手不足の話に戻るんですけども、やっぱり

２割ぐらい県内大学短期大学の志願者数が減ってるっていう現状があって、イコールその入

学者数・卒業者数というのは減ってくるのかなと思ってまして。そのあたりも、今状況が悪

いじゃないかという話じゃなくて、今後どういうふうにしていくのかっていうので、スポー

ツチームの支援が直結するかわからないですけども、そういったところも含めて、いろんな

ところを一緒に考えながら実行していきたいなと思ってますので、よろしくお願いします。 

 

【數馬委員】 

数馬酒造の數馬でございます。よろしくお願いします。私からは酒蔵として一点。能登の

事業者として二点、合計三点ほどお伝えできればと思います。 

まず酒蔵としてなんですけども、成長戦略２の部分、安井委員もおっしゃってましたけど

も、お米の価格が非常に高騰して、来年以降どのよう価格で流通されるか見通しが立ってい

ない状況です。収益力の高い農林水産業は本当に大切だと認識していますが、周辺業者のこ

とを踏まえた収益向上がとても大切じゃないかと思っていますので、お米の適正価格での安

定した流通をご支援いただければと考えております。 

続いて、能登の事業者として二点ありますが、創造的復興リーディングプロジェクトの取

組１「能登起業チャレンジ応援プロジェクト」についてです。 

一点目は、地域に人とかお金を呼び込むときには事業の力、また事業を経営する人材を増

やすことがとても大切だと感じております。新しい事業を増やすという意味で、起業支援は

非常に有効だと思いますので、引き続き強く進めていただきたいなと思いますし、一緒に既

存の事業を減らさない、ということも大事だと思っています。ですので、起業したい方と、

例えば廃業を検討している、もしくは誰か引き継ぐ人がいれば渡してもいいよという事業者

さんもいらっしゃると思うので、そういう事業承継のマッチングも同時にあればいいのかな

と。また、既存事業者さんもいらっしゃいますので、そこと起業する方の接点の場もあれば、

相乗効果が生まれたりですとか、ネットワークを紹介できるかと思いますので、そういった

場もあればなと思いました。 

次に、出島委員と多田委員もおっしゃっていましたけれども、居住地が本当に問題になっ

ています。なので、まずは居住場所の整備、働く方への整備があればなっていうのと、当然

僕らも自分たちもすることはしなきゃいけないと思ってますので、居住場所へ会社として投

資するときの補助みたいなこともあれば、ご検討いただきたいなと思っております。 

 

【坂野座長】 

皆さんの意見を聞くと、本当にいろいろなご意見や現場での課題というのがすごく見えて

きたなという感じがありますし、いろいろまとめると居住地。能登においては若者が住める

ような場所がないという部分。ほぼ皆さん共通しておっしゃったのは人手不足というところ

です。そこについて、知事から後ほどコメントあると思います。 
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せっかく非常に良い会議でいろんな意見やアイデアが出てますので、ぜひ知事や県当局に

は、これをしっかりと良い成長戦略や今の施策に反映していただければなと思っております。

知事にはリーダーシップを発揮してもらえればというふうに思っております。 

 

座長という立場ではなくて北國新聞社の一員ということで話をさせていただきますと、先

ほど奈良さんに言及ありましたけれども、今うちの新聞では、尊經閣文庫の誘致というもの

について連載キャンペーンをやっております。この尊經閣文庫の誘致っていうのは基本的に

はなぜ紙面で展開してるかというと、機運の醸成ということが目的なんですけれども、二の

丸御殿というものの復元整備というのが今進められようとしています。ハード整備をしよう

としているのであれば、そこに仏を作って魂を入れるということで、石川県の心のよりどこ

ろとなるところが尊經閣文庫ではないかというふうに思って、二の丸御殿ができて、そこに

尊經閣文庫というのができればいいよねという思いで、ああいう展開をしております。 

文化立県ということを石川県が標榜しておりますので、その象徴的なプロジェクトとなれ

ばと思っているということと、もう一つはインバウンドたくさん来ています。聞いています

と、インバウンドの 97％が兼六園を訪れています。その隣に金沢城というものがあって、そ

こに目玉となるようなものができれば、さらに観光客が増えると思うんですけれども、その

観光客をいかに能登・南加賀に足を運んでもらうかというところが、石川県にとってはこれ

からの課題となってくると思いますので、兼六園に人が集まるということであれば、兼六園

周辺に能登や南加賀に観光客を持っていくような、何か拠点みたいなものを作れないのかと

か、金沢駅ではバスステーションが混雑してますので、金沢駅ではなくて兼六園下の駐車場

なんかを見てると結構空いてますので、あの辺りをバスなり、何かアクセス拠点にしていっ

たらどうかなというようなことも思います。 

うちの会社として、今尊經閣文庫のキャンペーンをやっているのは、そういういろいろな

ことを思いながらやってることでございまして、まずは能登半島地震からの一日も早い復興

の支えにもなるかなと思って話をさせていただきました。ありがとうございました。 

 

【馳知事】 

私は選挙を何とかギリギリ勝ち抜いて知事を拝命したときに、当然、選挙前の公約でも石

川県の中西・谷本県政と続いてきて、谷本さんが７期 28 年間ですよね。これは一つ、私は

時代だと、評価すべきだと思っていました。と同時に、デジタルもそう、グリーンもそう。

国際的なトレンドの中で、私達石川県のそうしたツールをきちんと活用しながらも、地政学

的に言えば北陸のど真ん中、日本海側のど真ん中、そして伝統と歴史のある産業もあれば、

文化もあると。この魅力をどう集約して伸ばしていくのか。そういうふうな発想の中で成長

戦略を描いていく必要がありますよねということで、まずは就任させていただいて１年目に

みんなで議論をして。そのみんなというのは、どちらかというと業界団体の代表の皆さんが

多かったんですが、それを作成しました。やはりまさしくデジタルの時代でありますから、

常にアップデートしていく気構えとデータを持っていないと、取り残されてしまうだろうと

いう認識の下で、ミライカイギで皆さんにお願いをして。この座長を坂野さんにやっていた

だいたのも、私ども長い間、もう 30 年近く付き合ってるからね。私は国会議員の時代から

坂野さんとお付き合いしながらも、わかりやすく言いますと、産、産業界、学、教育界、官、

私ども行政、金融、言論、労働界。産学官金言動といいますけども、この方々が常に何を考

えていてどうしていいかというビジョン。現状どうなってるかっていう現状認識を踏まえて、

県庁として施策を打っていく。 

また、残念ながらトランプ関税なんていうのは、私３年前にはそんなの到底考えていませ
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んでしたが、トランプ関税というのが出てきたときに速やかに対応するにはどうしたらいい

かということで、今、転ばぬ先の杖の金融対策であるとか、情報の収集ということで、東京

から、世界的な経済の実情を知っている方々を呼んでお話を聞いたりとかして、施策を打っ

ています。 

改めて今日お見えの皆さん方は、産学官金言労のそれぞれの代表の方として、肌感覚とと

もに実際に数字に携わっている方もいらっしゃるので。雇用を担っておられますから、従業

員との会話の中で、いただいている情報をお寄せいただいたという認識を持ちました。 

企画振興部長の彼は、必ず今日いただいたデータを基にしながら、今の成長戦略をブラッ

シュアップするだけではなくて、来年度予算に向けての取組であるとか、あるいは今日いた

だいた緊急の事案ということについては、すぐ現場と連携をしながら取り組んでいく。 

認定こども園の皆さん方は、０歳児からの幼児教育ということで、リポートをおまとめに

なりましたが、これ私も拝見したけど、学術的とまではいっていないんだけども、とても参

考になるので、石川方式で対応していくにはどうしたらいいかというブラッシュアップ中で

もあります。 

そういう意味で、「住みやすい、働きやすい」という表現になっていますが、先ほどどな

たかがおっしゃったように、「働きがいのある、生きがいのある」「住んでて良かった、働い

ててよかった」「何のために生きてるのか」っていうと、ＮＨＫの朝ドラみたいな話になり

ますけども、みんなが働いててよかったなと、石川県にいてよかったなということを実感で

きる。そういう空気感を作っていくには、きちんと常に県庁からも情報を発信し、新聞など

を読みながら、日々の県内の情報に接しながら、過去の歴史に接しながら、県民のモチベー

ションを感知していくようなやっぱり日々を演出していくのが私達の仕事ではないのかな

というふうに思っています。そこから経済が回り富が生まれていくというふうにしたいなと

いうふうに思っています。 

 

とはいえ、社会保障の問題もありますから、社会的ミニマムである社会保障をしっかりと

守っていこう、そのレベルをどの程度にするのか。そのための保険料や税制負担をどの程度

にするのかというのは、まさしく政府側とも協議しながら、総務省や財務省の皆さんとも連

携しながら、制度作りに入っていかなければいけません。 

改めて、こういった私達石川県を取り巻く国家的な環境であったり、市民の皆さん一人ひ

とりの生活環境であったり、といった情報やデータをできるだけ集約しながらも、そこから

分析をしながらも、それはあくまでも次のステップへの参考にしていくと、そして反省もし

ていくと。こういうふうな取組を成長戦略という形で描いてきたいなと思っています。 

そういう意味では、こういうと失礼ですけど北國新聞社、今日北陸中日さんも来られてま

すけど、新聞社っていうのはある意味ではコンサル。データを常に把握している、生の声も

把握している。そこから提言をされていく。そういう立場で、類まれなる言語能力を、表現

能力を持っておられる軍団が、言論界、新聞の方々だと私も思っています。 

改めて、今、県民の一人ひとりが何に困っていて、どうしたいのか、どうしようとしてい

るのか、それに必要な情報を提供していくのか。そのための施策を県として打ち出していく、

アップデートしていくと。また、きちんと広報していくということが問われているんだろう

なと思っています。 

全体的な話になって申し訳ありませんが、こういう機会を、折に触れて持ちながら、それ

から先ほど中惣さんがおっしゃった「学生版もやればいいじゃないか」。いいじゃん、やり

ますよ。これ実は私も能登半島地震から、今年の２月に飯田高校行きまして、そのときに高

校生からいろいろ刺激を受けまして、その後高校・中学校・小学校も８校ぐらい回ったんで
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すよ。これやっぱり素晴らしかったですよね。率直に、別に子供の権利条約をなぞってるわ

けじゃないんですけども、実際に今被災地で生活している小学生・中学生・高校生の皆さん

との対話を、今年だけでも８校繰り返しましたが、ものすごく意味のあることなので、あえ

て言えば、こういう場を設定して、同じ学校の子供たち同士じゃなくて、他の地域の子供た

ちとも一緒に集まってこういう場を持って交流して、モチベーションとふるさと意識を持っ

ていただくっていう場を持つことは、ミライカイギの本質でもあるのかなと、私も思いまし

た。中惣さん。必ずやりますから。 

逆に、80 歳以上の高齢者版ミライカイギもやるかな。これもね、実は私、密かにやってみ

ようと思っていたんですよ。60 歳以上じゃなくて 80 歳以上のミライカイギという発想も必

要で、我々が歴史に学ぶという部分が必要だろうなと思っています。 

改めて、この県の成長戦略に肉づけ、さらに魂を入れ続けるために、この会議を有効に活

用させていただきますし、今私が代表して喋っていますが、矢後さんもそうですし、うちの

部長の皆さん方も、今日の皆様からご意見をしっかりと読み込んで、それぞれの部署の施策

に生かしていただくようにしますので、そのことをお約束して、ひとまずこの場のまとめと

させていただきます。 

 

４．閉会 

 

【矢後企画振興部長】 

知事の方から力強いコメントいただきまして、事務局の方もしっかりと皆様のいただいた

ご意見を踏まえて、しっかり成長戦略・創造的復興プランの方を前に進めていければと思っ

ております。 

それでは、以上をもちまして、第４回石川県成長戦略ミライカイギを終了いたします。 

本日はお忙しい中ご出席を賜りまして、誠にありがとうございました。  
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欠席された委員からの意見 
 
 

【株式会社まつや代表取締役社長 佐田 啓子 委員】 

本日は都合により参加がかなわず申し訳ございません。 

 

当社では、石川県が掲げる成長戦略 1 の「新たな時代を捉えて飛躍・成長する産業づくり」

に基づく、国内外での販路拡大に向けた取組と今後の期待を述べさせていただきます。 

本年は、国外市場への展開を目指し、台湾やタイで開催された現地イベントに出展するな

ど積極的に海外販路開拓を進めてまいりました。 

このような取り組みの中で、特に石川県シンガポール事務所の皆様には多大なるご支援を

賜り、現地での試食販売を実施する機会を得ることができました。現地で消費者に直接商品

を試していただき魅力を伝えるとともに、率直な感想やご意見を伺うことができ、有意義な

マーケティングの場となりました。 

今後も、単なる商品紹介にとどまらず、輸出に繋げるための戦略的なアドバイスやネット

ワーク支援などにより実務的なご協力をいただけることを期待しております。 

国内市場においては、首都圏のアンテナショップ「八重洲いしかわテラス」にて、2024 年

３月のリニューアル以降、来店者数・売上ともに好調で、当社も移転前に比べて売上が伸び

ております。 

この成果は、交通利便性の良さに加え、能登半島地震からの復興支援への関心の高さが背

景にあり、石川県産品への注目が高まっていることを実感しております。 

また、「八重洲いしかわテラス」ではテストマーケティング事業も行われており、実際の

消費者からの反応やフィードバックを得られる貴重な機会となっています。これにより、商

品のブラッシュアップや訴求力向上に繋がり、県内企業にとって非常に有意義な取り組みで

あると感じております。 

今後もこのような事業を県の施策として継続・拡充し、県内外への広報活動を積極的に推

進していただければ、石川県の特産品のブランド価値向上と販路拡大に、より一層の効果が

期待できると考えております。 

県内企業の販路開拓・商品改良・ブランド化のいずれにおいても、行政・関係機関との連

携が極めて重要であると考えております。今後も、石川県の成長戦略に基づいた取り組みに

積極的に参加し、県内企業としての成長と、地域産業全体の発展に貢献していきたいと考え

ております。引き続き、実践的な支援や伴走型のサポートを賜れますよう、よろしくお願い

申し上げます。 


